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激化する自然災害とその対応
ー土砂災害関連法と船橋の実態ー
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災害
（災害対策基本法での定義）

自然災害 暴風、竜巻、豪雨、豪雪、洪水、
がけ崩れ、土石流、地すべり、
高潮、地震、津波、噴火、
その他異常な自然現象

事故災害 大規模火災、大規模爆発、
（政令で定める原因）
・放射性物質の大量放出、
・多数の遭難者を伴う船舶の沈没、
・その他大規模な事故

により生ずる被害をいう｡
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IPCC第5次報告による地球温暖化予測(2014発表)

１－１地球温暖化
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パリ協定（COP２１）２０１５・１２・１２
１．地球の平均気温を産業革命前＋２℃未満

(可能なら１．５℃未満)に抑える｡

２．削減目標は､５年ごとに､より高い目標に更新する｡

３．先進国は引続き資金提供､途上国も自主的に資金提供｡
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各国の削減目標 (日本：2005年比25.4%)

日本 ２０３０年までに２０１３年比 ２６％ 削減
アメリカ ２０２５年までに２００５年比２６～２８％削減
ＥＵ ２０３０年までに２００５年比 ４０％ 削減
ロシア ２０３０年までに１９９０年比７０～７５％削減

(中国､ｲﾝﾄﾞ:GDP当たりのCO2排出を)

中国 ２０３０年までに２００５年比６０～６５％削減
インド ２０３０年までに２００５年比３３～３５％削減
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１－２ 激化する水害・土砂災害
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９月０９日０９時

０９月１０日０９時

台風１７号
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26・８・２０ 広島土砂災害

H２６・８・２０ 午前２時 午前３時 午前４時

http://www.tenki.jp/radar/
http://www.tenki.jp/radar/
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広島市安佐北区三入の雨量
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雨量強度
(mm/時)

予報
用語

人の受ける
ｲﾒｰｼﾞ

人への影響 屋内
(木造住宅)

屋外の
様子

乗車中 災害発生状況

10以上～
20未

やや強
い雨

ザーザーと
降る

地面からの
跳ね返りで
足 元 が ぬ
れる

雨の音で
話声が良
く聞き取れ
ない

地面一面
に水たま
りができ
る

この程度の雨でも長く
続く時は要注意

20～30
強い雨 どしゃ降り

傘をさして
いてもぬれ
る

寝ている
人の半数
ぐ ら い が
雨に気が
つく

ﾜｲﾊﾟｰを速くし
ても見づらい

側溝 ,下水 ,小川があ

ふれ小規模崖崩れあ
り

30～50
激 し い
雨 ﾊﾞｹﾂをひっく

り返したよう
に降る

道路が川
のように
なる

高速走行時、
車輪と路面の
間に水膜が生
じﾌ ﾞﾚｰｷが効
かなくなる
(ﾊｲﾄﾞﾛﾌﾟﾚｰﾆﾝ
ｸﾞ現象)

山崩れ･崖崩れが起
き易くなり ,危険地帯

では避難準備が必要｡
下水管から雨水があ
ふれる

50～80
非常に
激 し い
雨

滝のよ うに
降る(ｺﾞｰｺﾞｰ
と降り続く) 傘は全く役

に立たなく
なる

水しぶき
であたり
一 面 が
白っぽく
なり 、視
界が悪く
なる

車の運転は
危険

地下室や地下街に雨
水が流れ込む場合有｡
ﾏﾝﾎｰﾙから水噴出｡
土石流等災害

80以上
猛烈な
雨

息苦しいよう
な圧迫感が
ある｡恐怖を
感ずる

大規模災害発生のお
それが強く、厳重な警
戒が必要

（参考） 雨の強さと降り方（イメージ） (気象庁資料より)
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１－３ 迫りくる地殻変動
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日本付近のﾌﾟﾚｰﾄ模式図

気象庁HP: 知識･解説欄････｢地震発生のしくみ｣より
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１－１ 地球温暖化

１ー２ 激化する水・土砂災害

１ー３ 迫りくる地殻変動

２．土砂災害関連法と船橋の実態

３．脆弱化する国土・都市・地域社会とその対応
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◎自然災害の原因別分類
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風災害 暴風 竜巻
水災害 豪雨 洪水 高潮 津波
土砂災害 崖崩れ 土石流 地滑り
地盤災害 地震 噴火

◎土砂災害関係法
砂防法 M 30･3
地すべり法 (地すべり等防止法) S 33･3
急傾斜地法 (急傾斜地の崩壊による災害

の防止に関する法律) S 44･7
土砂災害防止法 (土砂災害警戒区域等に
おける土砂災害防止対策の推進に関する法律) H 12･5
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船橋市での土砂災害発生箇所数/年

各年箇所数 10年平均

＊船橋市での土砂災害は､急傾斜地崩壊(がけ崩れ)のみ
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基礎調査の実施=都道府県
地形･地質･対策施設状況等調査
警戒区域等検討

土砂災害防止法の概要1/2

基礎調査結果の市長への通知･公表=知事

土砂災害警戒区域･特別警戒区域の指定･公示･縦覧
(区域､衝撃力､土砂到達予測範囲等)

知事→市長意見聴取→知事が指定･公示

土砂災害防止対策基本指針
＝国土交通大臣

基礎調査対象地区の抽出
(急傾斜地崩壊危険個所等)
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土砂災害防止法の概要2/2

25

土砂災害警戒区域･特別警戒区域の指定

・急傾斜地崩壊危険
箇所指定
・受益者負担合意等

対策事業申請･採択

事業実施
・警戒避難体制整備
(市地域防災計画等)
・避難情報等の提
供･周知＝市長

･特定開発行為の許可
･建築物構造規制
･移転勧告
･支援 (融資､補助）

警戒区域 Y
(ｲｴﾛｰｿﾞｰﾝ)

特別警戒区域 R
(ﾚｯﾄﾞｿﾞｰﾝ)

・ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ作成 ・地区防災計画
・避難訓練

緊急調査
(河道閉塞･噴火等)
緊急情報通知･周知

(大臣‣知事→市長→  
住民)
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指定区域の公示例
(S=1/2500図)
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区分事業 採択基準＊1 事業者 負担割合(%) (船橋市の場合)

国 県 市 受益者

対
策

急傾斜地崩壊対策
事業(国補助事業)

H≧10m､10戸以上､
7,000万円以上

県 40
45

40
45

10
5

10
5

急傾斜地崩壊防止施
設緊急改築事業

(国補助事業)

既存施設の緊急改築
による有効活用
7,000万円､10戸以上

県 45
47.5

45
47.5

5
2.5

5
2.5

緊急急傾斜地崩壊対
策事業 (県単)

H≧5m､10戸以上､ 県 ― 80
90

10
5

10
5

急傾斜地崩壊対策事
業 (県補助)

H≧5m､5戸以上 市 ― 67.5 22.5 10

災害関連緊急急傾斜
地崩壊対策事業

(災関緊急事業)

H≧5m､5戸以上､
1,500万円以上､人家
に半壊以上の被害

県 45

47.5

45

47.5

5

2.5

5

2.5

がけ地整備費補助
(船橋市補助)

H≧3m､2戸以上 受益
者

― ― ≦50 ≧50
(最大600万円)

砂防関係事業の採択基準･負担割合(国直轄事業を除く)

＊下段赤字は､災害時要援護者用施設等がある場合の負担割合｡

１．激化する自然災害

１－１ 地球温暖化

１ー２ 激化する水・土砂災害

２．土砂災害関連法と船橋の実態

３．脆弱化する国土・都市・地域社会とその対応
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脆弱化する国土・都市・地域社会

● 国土・都市
・洪水、土砂災害、地震、液状化、津波の危険が
ある地域は３４.８％で９,４４２万人（全人口7４％）
が住む。

・中枢管理機能の集中 ・地下空間利用の拡大

● 人・コミュニティ－
・高齢、少子化 ・限界集落の増加

・コミュニティーの衰退 ➡共助､近助

・防災設備の整備➡安全の過信

29 30

国交省HP｢国土の防災ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ｣より
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国交省HP｢国土の防災ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ｣より

何をすべきか考えよう
＊自助 ･まず自分の命は自分で守る｡

耐震対策･家具転倒防止等の備え､臨機行動

･家族等の安否確認･連絡方法

･リスクの把握、非常備蓄品/持出品の準備

＊共助 ･自主防災組織への参加・協力､安否確認

･初期消火､救急救命、要配慮者支援

･避難及び避難所開設・運営

＊災害 ･各種情報入手/判断/行動

危機 ･訓練/演習 DIG､HUG、クロスロードゲーム等

管理 ・各種情報入手/判断/行動

･タイムライン

・地区防災計画
32


